
貝毒プランクトン調査結果について

調査定点 検鏡日 検体の種類 水温(℃) 塩分 貝毒原因ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ細胞数(細胞/mL)

麻痺性 下痢性
邑久 6月24日 － 21.0 31.4 0.06 0.00

邑久・大島美の浜のサンプルについて検鏡を行いました。
基準値未満であるものの、邑久で麻痺性貝毒原因プランクトン（Alexandrium
属）が見られています。

＜参考＞
岡山県におけるAlexandrium属の注意体制基準
　A.tamarense ：5細胞/mL以上
　A.catenella ：50細胞/mL以上

大島美の浜 6月24日 アサリ 23.8 32.2 0.00 0.00
※海水100mLを濃縮して検鏡しています。
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